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将来都市像について
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◆ 将来都市像とは・・・

市が目指すべき理想のまちを表したもの

これまでの将来都市像

第１次新座市総合振興計画（基本構想） （昭和４８年度～昭和５９年度）

「自然と人間の調和した住宅都市」

第２次新座市基本構想総合振興計画 （昭和６０年度～平成１２年度）

「自然と人間の調和した健康都市」

第３次新座市基本構想総合振興計画 （平成１３年度～平成２２年度）

「元気の出る 人と自然が共生する 快適環境都市」

第４次新座市基本構想総合振興計画 （平成２３年度～令和２年度）

「連帯と協働で築く 雑木林とせせらぎのある 快適創造都市にいざ」

資料１

将来都市像について

【庁内検討で出た将来都市像に入れたい『キーワード』・『イメージ』】

『キーワード』
暮らし

住みやすい（住みやすさ、暮らしやすい、住み心地）

人 プラス緑

『イメージ』

住みたくなる（引っ越してきたくなる） 自然の豊かさ

便利さ

文化的な生活

市民が自信を持てる新座に憧れる

少子高齢化に対応するもの 新座ならではのキーワード

市民アンケート結果を基にする

未来豊かさ（豊かな）
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以上を踏まえ・・・ 将来都市像の案を作成

庁内検討で出た『キーワード』・『イメージ』

「第１編 序」
第２章 新座市の現況
第１節 新座市を取り巻く社会状況
（１） 人口減少・少子高齢化の進行
（２） 安全・安心な環境づくりの重要性
（３） 技術革新の進展
（４） 真の豊かさを実現できる持続可能な社会に向けた動き

｢第１編 序｣
第２章 新座市の現況
第５節 市民意識
・市民意識調査の結果
・小・中学生アンケートの結果

社会状況

市民の意見

｢第２編 基本構想｣
第１章 基本方向
子どもがのびのびと育つまち
安心して暮らすことができるまち
住みやすく魅力的なまち

｢第１編 序｣
第２章 新座市の現況
第６節 まちづくりの基本的な課題
【子育てと子どもの成長を支えるまちをつくる】
【安全・安心なまちをつくる】
【魅力的で住みやすいまちをつくる】

市の課題

基本方向

第２章 将来都市像 「基本構想」２ページ

人口減少・少子高齢化という全国的な問題が進行する中でも、

新座市が、今ある魅力を更に磨いて未来につなぎ、これからも

ずっと「プラス」が生まれる人々の笑顔と活気にあふれた豊か

なまちであることを目指して掲げたもの。

未来もずっと 暮らしに『プラス』が生まれる豊かなまち 新座

4


